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糖尿病合併症のさらなる増加も懸念される状況である。 

「糖尿病が強く疑われる人」（糖尿病有病者）は、女性は増加していなかった

が、男性で引き続き増加していた。一方、「糖尿病の可能性を否定できない人」

の割合は男女ともに増加傾向にあることから、一次予防、二次予防ともに更なる

積極的な対策が必要である。 

 

 

８ 循環器病 

（１） 目標設定と取組 

脳卒中を含む脳血管疾患と虚血性心疾患を含む心疾患は、我が国の死亡原因の

第２位と第３位であり、これらの循環器病で全体の死亡原因の約３割を占めてい

る。循環器病については、後遺症のために、本人の生活の質の低下を招く大きな

原因となっており、特に脳卒中は「寝たきり」の主要な要因となることから、そ

の罹患率及び死亡率の改善が一層重要である。 

目標は、循環器病の一次予防の観点から、生活習慣の改善及び循環器病の早期

発見について設定されている。 

この目標を踏まえ、①循環器病に関する研究の推進や調査の実施による科学的

根拠に基づく循環器病対策、②循環器病の予防に関する知識の普及啓発、③健診

等による循環器病の早期発見などに取り組んできた（参考資料１参照）。 

 

（２） 目標とその達成状況 

目標項目(指標の目安) 対象 ベースライン値 中間実績値 目標値 

8.1 食塩摂取量の減少                    １．３ 栄養・食生活参照 

8.2 カリウム摂取量の増加 

(１日当たりの平均摂取量)  

成人        ２．５ｇ／日 ２．４g／日** ３．５ｇ以上

8.3 成人の肥満者の減少                  １．１ 栄養・食生活参照 

8.4 運動習慣者の増加                    ２．３ 身体活動・運動参照  

平均最大血圧(参考値)                     

男性 １３２．７mmHg １３１．５ｍｍHｇ † 

8.5 高血圧の改善 （推計） 

女性  １２６．２mmHg １２５．０ｍｍＨｇ † 

8.6 たばこ対策の充実                     ４． たばこ参照 

  

男性       １０．５％ １２．１％ ５．２％以下

8.7 高脂血症の減少 

(高脂血症の人の割合) 

女性       １７．４％ １７．８％ ８．７％以下

8.8 糖尿病有病者の減少                   ７．６ 糖尿病参照 


